
人吉・球磨ライジング構想
令和４年度研究報告

文部科学省指定「令和４年度　新時代に対応した高等学校改革推進事業
～創造的教育方法実践プログラム」報告冊子

熊本県教育委員会（管理機関）

熊本県立人吉高等学校



発刊に当たって

 校長　中川　　泰　　

　人吉高等学校は、令和４年度から文部科学省より「新時代に対応した高等学校改革推進事業（創
造的教育方法実践プログラム）」の研究指定を受け、令和６年度まで３年の期間で研究を推進し
ていくこととなりました。本校では、この取組を『人吉・球磨ライジング構想』と名付け、人
吉から世界へ、新たな社会（ソサイエティ 5.0）を牽引し、令和２年の豪雨災害からの創造的
復興を担う人材の育成を目標に、新時代を切り拓き、地域の復興を叶える、創造的な学びの構
築を目指します。
　本校は、令和５年度に創立 100 周年を迎える、地域を牽引し、多くの優れた人材を地域のみ
ならず全国、そして世界へ輩出してきた学校です。21世紀も 20余年が過ぎ、社会はこれまで
に人類が経験したことのないようなスピードで変化を続けています。未曾有のダメージをもた
らした豪雨災害から立ち上がり、地域の復興を担うのは間違いなく、今、青春時代を過ごして
いる若い世代です。このプログラムをとおして、本校の「総合的な探究の時間」の名称である
ＢＹＨ（Broaden Your Horizons）の言葉通り、本校生が新時代にしなやかに対応する資質能力
を身につけ、将来の社会を担う人材に育ってくれることを大いに期待しています。
　研究１年目の今年度は、地域を深く知り、地域が抱える課題を見つけ、先端的なＩＣＴ技術
を用いて学びの範囲を広げ、一つの分野や教科といった範囲にとどまらない、広い視野を獲得
する基礎を身につけるための学習活動を推進してきました。ＢＹＨプログラムを核に、実施し
てきた様々な探究活動の記録が本冊子に収められています。滑り出しの１年間で、試行錯誤を
重ねた様子が記録されております。詳細については本編を御覧いただき、御指導、御助言をぜ
ひいただきたいと思います。
　今後も本校の教育活動に御理解とお力添えをお願いし、発刊のことばといたします。
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＝研究の概要図＝
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